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Ⅰ．はじめに

　2017年に告示された小学校学習指導要領解説

（体育編）によると，体育科，保健体育科におけ

る従前の学習指導要領の成果と課題を挙げ，体育

科改訂の趣旨について述べられている．とりわけ，

運動やスポーツを好む児童の割合が高まり，体力

の低下傾向に歯止めが掛かったこと，また，ス

ポーツとの多様な関わり重視した内容が身に付い

ていることなど，一定の成果が見られる．一方，

習得した知識及び技能を活用して課題解決するこ

とや，学習した内容の伝達方法等に課題があるこ

と，運動実践の二極化傾向が見られることなど，

健康課題を発見し，主体的に課題解決に取り組む

学習が不十分であり，社会の変化に伴う新たな健

康課題に対した教育が必要であるとの指摘がなさ

れている．それらを踏まえ，体育科，保健体育科

では，運動や健康に関する課題を発見し，その解

決を図る主体的・協働的な学習活動を通して，「知

識・技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学び

に向かう力・人間性等」を育成することを目標に，

これら三つの資質・能力の関係性を重視した学習

過程の工夫と学校教育を通じて系統性のある指導

の必要性が求められている．この基本的な考えの

もとに運動領域においては，運動の楽しさや喜び

を味わうための基礎的・基本的な「知識・技能」，

「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力・

人間性等」の育成を重視する観点から，内容等の

改善を図り，体力の向上については，心身ともに

成長の著しい時期であることを踏まえ，「体つく

り運動」の学習を通して，身体を動かす楽しさや

心地よさを味わい，様々な基本的な体の動きを身

に付けるようにするとともに，健康や体力の状況

に応じて体力を高める必要性を認識できるように
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要　約

　本報告は，令和３年３月４日に地域協働萌芽プロジェクトの一環で，宮古島市立北小学校の児童44名（３

年生：21名, ６年生：23名）を対象に体育授業における健康支援活動として，「遊びの要素を取り入れた体つ

くり運動」と「バランス制御の運動学習」を実践し，プログラム介入の成果を検証した．診断的・総括的調

査では，プログラム介入前から体育授業に対する高い達成目標の児童が多く，少なくとも介入による目標

低下の影響は認められなかった．運動有能感に関する調査では，両学年とも受容感が有意に高まり，加えて，

バランス運動学習を実践した６年生では，介入後の統制感が有意に高く，運動有能感合計得点の向上に影響

を及ぼしていたことが明らかとなった．また，プロジェクト後の振り返りでは，参加学生の所感より地域志

向の人材育成に少なからず貢献できたと考えられる．

　以上のことより，本プロジェクトで実施した内容は，体育授業における児童の達成目標を維持し，運動意

欲を促進させることができ，島嶼地域の小学校と関わりの経験を持てた参加学生にとって，少なくとも有益

な学びであったと考えられる．
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することが挙げられている．

　とりわけ，沖縄県における子どもの学力向上に

ついて，誰もが改善を望み，そして，学力問題に

対し，積極的な支援や教育活動に否定する余地は

ないと考える．一方で，子どもの体力は年々低下

し，体力二極化の課題も挙げられる中，低体力問

題に理解は示しつつも，学力問題と比較し，軽視

されている．その理由として，学歴社会の本邦で

は，学校でも家庭でも「運動」よりも「勉強」といっ

た知識偏重を推進してきた結果であることが考え

られる．現在でも「文武両道」という言葉が使わ

れるが，実際に勉強も運動も「脳」を使って行う

ことは共通しており，運動能力が優れている子ど

もは学力も高く，両者の関係について非常に興味

深い研究成果が多く発表されている．子どもの低

体力課題について，特に島嶼地域では，急速な過

疎化に伴う，学校の統廃合の影響から，徒歩圏内

から外れ限られた通学手段で登校せざるを得ない

状況におかれている．これは，年間を通して身体

活動量の低下が予測されると同時に運動に対する

意欲低下，スポーツに触れあう機会の減少，さら

には発育発達への影響が考えられ，生涯健康の観

点からも由々しき課題であると考える．

　このような課題に対し，琉球大学では，学生の

「地域志向」をより強化・拡充するため，学生自

ら地域に対して積極的に関与し，地域に貢献する

人材育成を目的として地域協働萌芽プロジェクト

を実施している．プロジェクト内容は，主に過疎

化が進む地域の課題解決に向けての健康支援活動

として，食事，睡眠，運動から生活習慣の見直し

と，活発な身体活動の継続を促す取り組みを本学

の学生が主体となり，教材開発および教育実践を

行った．本報は，その実践報告とプロジェクト介

入の成果を紹介する．

Ⅱ．実践方法

１．対象および日程

　本プロジェクトは，宮古島市教育委員会ならび

に宮古島市立教育研究所と連携し，令和３年３月

４日に宮古島市立北小学校で実施され，対象は同

校の児童44名（３年生：21名，６年生：23名）で

あった．

２．プロジェクトに向けた取り組み

　本プロジェクトの内容を含め宮古島市での教育

課題や児童の実態を把握するために，教育委員会

と連携し，以下の通り準備を進めた．

１）プロジェクトの趣旨について

　令和２年12月21～25日に宮古島市立教育研究所

指導主事と電話およびメール会議を行い，プロ

ジェクトの趣旨，希望する日時，対象となる小学

校の規模についての確認と相談を行った．

２）対象校の選定およびコーディネーターとの調整

　プロジェクトの趣旨に合致する小学校の選定が

行われ，複数校と調整をした結果，体育科の研究

指定校でもある宮古島市立北小学校に決定した．

その後，同小学校教諭と電話およびメール会議

を数回行い（令和３年１月14日～２月12日），対

象学年・学級の選定，プロジェクトのタイムスケ

ジュール，必要な教材等について確認と調整を

行った．この間，宮古島市内における新型コロナ

ウイルス感染拡大にともない，２週間の臨時休校

となったため，準備を一時中断し，感染状況を注

視しながら，プロジェクト実施の可否について，

教育委員会および学校長の判断を待った．最終的

には，学校長から実施可能との連絡を受け，プロ

ジェクトに向けた事前準備を再開させた．

３）アンケート調査の依頼について

　本プロジェクトの効果を検証する目的で，対象

児童に診断的・総括的調査（資料４）と運動有能

感に関する調査（資料５）を依頼した．調査はプ

ロジェクト前後の計２回実施する必要があるた

め，事前調査については，コーディネーターの教

諭へメール添付で依頼し，事後調査は，現地にて

配布をお願いした（令和３年２月17日）．診断的・

総括的調査の評価尺度は「たのしむ（情意目標）」，

「できる（運動目標）」，「まもる（社会的行動目

標）」，「まなぶ（認識目標）」の４因子，各因子５

項目，合計20項目で構成され，それぞれの項目を

「はい（３点）」，「どちらでもない（２点）」，「い

いえ（１点）」を得点化し分析した．運動有能感

に関する調査は，「身体的有能さの認知」，「統制

感」，「受容感」の３因子，各因子４項目，合計12
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項目で構成され，それぞれの項目を「よくあては

まる（５点）」，「ややあてはまる（４点）」，「どち

らともいえない（３点）」，「あまりあてはまらな

い（２点）」，「まったくあてはまらない（１点）」

を得点化し分析した．事前調査の回答用紙は，プ

ロジェクト当日まで学校で保管され，プロジェク

ト終了後にすべての回答用紙を回収した．アン

ケート調査で得られた内容は，実名を伏せた上で

統計解析用に処理し，本プロジェクトの目的以外

で使用しないことを文章および口頭にて説明し，

本調査に回答した児童については，同意を得たも

のとして扱い，回答を拒否した場合でも児童を含

め学校関係者に不利益が生じないことを示した．

４）教材研究および教材開発

　表１に示すように，学生が主体となってプロ

ジェクト実施に向けた準備を進めた．教材研究で

は，体つくり運動に遊びの要素を取り入れ，児童

が身体を動かす楽しさや心地よさを感じられる内

容で構成し，プロジェクト後も継続して積極的に

運動やスポーツに関わることが期待される教材を

採択した．また，対象者の年代は，脳・神経系の

発達が著しい発育発達期に該当するため，基本的

な動作の習得や動作の多様化，動作の洗礼化が，

求められることから，「頭（脳）を使う運動」や

巧みな動きの基盤となる身体バランスに着目した

教材開発を行った．

表 1　教材研究および教材開発の過程

日程 内　　　容

2021/1/29 ●地域協働萌芽プロジェクト構想案についての話し合い
　 対象地域である宮古島市が新型コロナウイルス感染蔓延期となり，中止も含め検討を
重ねる．実施可能他なった場合でも児童が安心安全に活動のできる内容を模索．

2021/2/19 ●バランス制御の運動学習について教材研究
　 発注した教材が納品され，スラックライン，バランスボード，スライドボードの体験
学習を行う．スラックラインは地面からの高さや張力の強度について複数回調整をお
こなった．バランスボードでは，姿勢の違いや補助の方法，円柱の形や大きさの違い
による運動の感覚を検討した．スライドボードでは，移動方向，重心高の調整，摩擦
面の違いを検討した．

2021/2/22 ●遊びの要素を取り入れた体つくり運動の教材研究
　 ラベンダー体操について，運動の種類や強度，動作支持の教示方法について研究した．
個人およびペアで行う運動遊びを考案し，脳・神経の発達を促す多様な動きを取入れ
た内容になるように思考した．また，競争の要素を含むグループ活動の運動遊びを検
討し，男女教習の学びを深める内容について研究した．

2021/2/24 ●バランス学習の構想案についての話し合い
　 教材研究で得られた成果と課題を整理し，担当者の役割を決定．プログラム全体に関
わる進行の検討を行い，実際のフィールドを想定して子どもたちの導線やグループ数，
体験学習の時間などの詳細について話し合った．

2021/2/25 ●オリジナル教材開発
　 バランスボードの既製品を参考にして，オリジナルの教材を制作した．ボードの強度，
摩擦，安全性，興味関心がわく外見などを考慮した．既製品は約10,000円の費用が掛
かるが，プロジェクトオリジナルボードは3,000円程度で作製が可能なため，小学校で
も取り扱いやすい費用となった．

2021/2/28 ●スラックライン，バランスボード体験
　 実際の児童に体験をしてもらい，学習過程や安全性の確認などを行った．ラインが高
すぎると乗ることが困難なため，児童の身長を考慮する必要性が分かった．また，バ
ランスボードの補助方法について児童の上達に合わせて工夫することが重要である．

2021/3/1 ●最終確認
　 これまでの話し合いや教材研究を踏まえ，プロジェクト内容と実施方法について最終
確認を行った．スラックラインのセッティング方法について現地の体育館のスペース
を想定し，実際に準備から片付けまでの作業を行った．また，スラックラインのスター
トとゴールに跳び箱を活用し難易度の調整ができるように考案した．その他，日程や
教材確認を行った．
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３．プロジェクト実践

　資料１に示す通り，実施日の前日より宮古島市

に到着し，北小学校への挨拶およびプログラムの

事前説明，学校施設の環境確認を行った．プロジェ

クト当日は，早朝より宿泊ホテル内にて最終確認

を行い，その後，北小学校に訪問し，コーディネー

ターの教諭と直前の打合せを行い，プロジェクト

開始まで待機した．最初に３年生の体育授業を観

察し，現職教諭の授業づくりについて学生の学び

を深めた．次に「遊びの要素を取り入れた体つく

り運動」の実践を学生主体となって担当ごとに実

践した（資料２）．給食の時間帯を利用して「食

育講座」を予定していたが，新型コロナ感染予防

の観点から，食事中の発声が困難であるとの小学

校からの申し出によって中止となったが，代わっ

て栄養や運動に関する参考図書を寄贈した．午後

からは，対象が６年生に代わり，「バランス制御の

運動学習」を実践した（資料３）．その後，同学級

の授業観察を行い，学級担任より「子どもたちと

沢山交流していただきたい」との目的で図工（卒

業記念品の制作活動）の授業サポートを行った．

４．統計処理

　プロジェクト介入の成果を検証するために，対

象児童に対し，介入前後に診断的・総括的調査と

運動有能感に関する調査を行った．得られたデー

タはすべて平均値（標準偏差）で示し，介入前後

の得点の差については対応のあるt検定を用いた．

すべての有意水準は５％未満とし，有意傾向を

10％未満とした．

Ⅲ．結果および考察

１．診断的・総括的調査結果について

　診断的評価は，授業開始前に授業の学習課題が

子どもにとって適切であるかどうかを判断し，総

括的評価は，授業後にその成果を把握するために

行われる．本プログラムでは，実施日の直前（３

～７日前）とプログラム終了後に調査を行った結

果，３年生は変化がなく，６年生では総合評価が

プロジェクト実践前と比べて実践後に高まる傾向

を示した（p<0.1）（表２）．ところで，授業の評

価は授業改善に向けて意味のあるより多くの情報

を得る目的で行うものであり，授業改善は，学習

者によりよい学習成果を期待するために行われ

る．つまり，学習者にどのような学習成果が習得

されたかを判断する情報は，本プログラムの学習

指導の効果や成否を明確にする上で重要となる．

この学習指導は目標に依拠するため，指導による

学習成果も目標に対応することを踏まえると，授

業改善を目的としたフィードバック情報を得るた

めの授業評価尺度と目標の互換性が求められる．

本プロジェクトで実施した診断的・総括的調査で

は，このような目標と評価の対応関係を踏まえ，

運動（技能）目標，認識目標，社会的行動目標，

情意目標の４つの目標に一致する評価尺度を用い

ている．本プロジェクトの対象者は，両学年とも

に実施前からすでに高い総合評価であり，診断基

準のほとんどが「＋」であったことが分かる．特

に３年生では「たのしむ」ことや「まもる」こと

の得点が高く，体育授業に対する情意目標や社会

的行動目標がすでに習得されていた可能性が高

い．６年生では，実施前から高い認識目標であっ

たが，プロジェクト後に有意に高い値を示した．

とりわけ，６年生が行ったプログラムは，バラン

ス制御を行うために自身の身体と向き合い，重心

の位置や巧みな動きを身につけるため運動の「コ

ツ」を知る必要がある．実際に，プログラム内で

は様々なバランス運動に挑戦してもらい，失敗を

繰り返す中で「どうやったらバランスを崩さない

か」，「難しいけどもっとやりたい」，「先生に教え

てもらって少しできるようになった」など，積極

的に「まなぶ」児童の姿が見て取れた．よって，

本プロジェクトに参加した児童全体がすでに高い

達成目標にあり，プロジェクト介入によるマイナ

スの成果は認められず，バランス制御の運動学習

は子どもたちの学ぶ姿勢をより拡充できる可能性

が示唆された．

２．運動有能感に関する調査結果について

　運動を継続的に行うためには，内発的動機付け

が重要であり，体育授業で「運動の楽しさ体験」

が重要視されていることは，この内発的動機付け

の観点から支持されるものである．つまり，運動

に対する関心，意欲，態度を高める目標は，児童

を運動に内発的に動機づける過程を経て達成でき
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るものであると考えられている．内発的動機付

けは，「有能さと自己決定」を感知したいという

欲求に動機づけられ行動するものであり，運動に

対する有能感を高めることが重要となる．すなわ

ち，児童の運動有能感の変化を測定することは，

授業効果の検討に有効な指標となる．本プロジェ

クトの介入前後に運動有能感に関する調査を行っ

た結果，３年生では，受容感（16.7±4.0点―17.6

±3.8点）に有意な向上がみられた（p<0.05）（図

１）．また，６年生では，統制感（17.5±2.2点―

18.4±1.7点），受容感（16.5±3.7点―18.0±1.7点），

運動有能感合計得点（46.2±6.8点―48.8±4.9点）

に有意な向上がみられた（p<0.05）（図２）．本プ

ログラムにおいて，３年生に実施した体つくり運

動は，「遊びの要素」を取入れつつ，個人，ペア，

グループ活動を行っている．運動有能感の第三因

子である受容感は，運動場面で教師や仲間から受

け入れられているという認知に関する項目で構成

されており，実際の活動場面で，チームで協力し

ながら競争する姿が見られたことや，教師（学生）

が丁寧に指導することで児童同士の「教え合い」，

「学び合い」の活動が促進された結果，受容感が

高まったと考えられる．一方，６年生では身体的

有能さの認知以外の因子にポジティブな変化がみ

られた．身体的有能さの認知は，自己の運動能力，

運動技能に対する肯定的認知に関する項目で構成

されており，これらを単元のはじめから高めるこ

とは難しく，単元を通して段階的に指導すること

が有効とされている．本プログラムでは，「体験」

が目的であったため，１回の授業実践で，様々な

バランス学習を数分しか行っていない．したがっ

て，身体的有能さの認知が即時に向上する可能性

は低いことが示唆される．他方，統制感や受容感

の向上によって運動有能感合計得点が介入後に有

意に向上していたことは，非常に興味深い結果と

なった．受容感については先述した通りである

表 2　診断的・総括的調査結果

項目名

３年生（n=21） ６年生（n=23）

実践前 実践後 実践前 実践後

Mean（SD） 診断
基準 Mean（SD） 診断

基準 Mean（SD） 診断
基準 Mean（SD） 診断

基準

Q２ 心理的充足 2.86（ 0.36） 2.86（ 0.36） 2.71（ 0.46） 2.86（ 0.36）

Q７ 楽しく勉強 2.90（ 0.30） 2.90（ 0.44） 2.67（ 0.48） 2.81（ 0.40）

Q 11 明るい雰囲気 2.76（ 0.54） 2.71（ 0.64） 2.76（ 0.44） 2.86（ 0.36）

Q 13 丈夫な体 2.86（ 0.48） 2.95（ 0.22） 2.86（ 0.36） 2.95（ 0.22）

Q 17 精一杯の運動 2.90（ 0.30） 2.86（ 0.48） 2.76（ 0.44） 2.86（ 0.36）

たのしむ（情意目標） 14.29（ 1.62） + 14.29（ 1.76） + 13.76（ 1.55） + 14.33（ 1.20） +

Q６ 授業前の気持ち 2.76（ 0.54） 2.71（ 0.64） 2.19（ 0.60） 2.19（ 0.51）

Q９ 運動の有能感 2.24（ 0.83） 2.24（ 0.89） 2.00（ 0.63） 2.05（ 0.59）

Q 10 自発的運動 2.71（ 0.46） 2.71（ 0.64） 2.43（ 0.51） 2.48（ 0.51）

Q 15 いろんな運動の上達 2.81（ 0.40） 2.76（ 0.62） 2.71（ 0.46） 2.76（ 0.44）

Q 19 できる自信 2.62（ 0.50） 2.71（ 0.64） 2.43（ 0.60） 2.43（ 0.68）

できる（運動目標） 13.14（ 2.15） + 13.14（ 2.95） + 11.76（ 1.84） ０ 11.90（ 1.84） ０

Q３ 工夫して勉強 2.81（ 0.51） 2.81（ 0.51） 2.57（ 0.60） 2.57（ 0.60）

Q５ めあてを持つ 2.67（ 0.58） 2.67（ 0.66） 2.52（ 0.51） 2.71（ 0.46）

Q８ 他人を参考 2.62（ 0.74） 2.76（ 0.44） 2.62（ 0.50） 2.90（ 0.30）

Q 12 時間外練習 2.62（ 0.74） 2.81（ 0.51） 1.81（ 0.75） 1.95（ 0.92）

Q 16 友人・先生の励まし 2.71（ 0.64） 2.71（ 0.72） 2.81（ 0.40） 2.81（ 0.40）

まなぶ（認識目標） 13.43（ 2.62） + 13.76（ 2.32） + 12.33（ 1.80） + *12.95（ 1.56） +

Q１ 先生の話を聞く 3.00（ 0.00） 2.71（ 0.64） 3.00（ 0.00） 2.90（ 0.30）

Q４ 自分勝手 2.81（ 0.51） 2.24（ 0.89） 2.90（ 0.44） 2.90（ 0.44）

Q 14 勝負を認める 2.62（ 0.59） 2.71（ 0.64） 2.90（ 0.30） 2.86（ 0.36）

Q 18 約束事を守る 3.00（ 0.00） 2.76（ 0.62） 2.95（ 0.22） 3.00（ 0.00）

Q 20 ルールを守る 2.95（ 0.22） 2.71（ 0.64） 3.00（ 0.00） 3.00（ 0.00）

まもる（社会的行動目標） 14.38（ 0.80） + 14.57（ 0.81） + 14.76（ 0.62） + 14.67（ 0.73） +

総合評価 55.24（ 6.27） + 55.76（ 7.22） + 52.62（ 4.21） + †53.86（ 3.64） +

*:p<0.05, †:p<0.1
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が，第二因子である統制感は，自己の努力や練習

によって運動をどの程度コントロールできるかと

いう認知に関する項目で構成されている．本プロ

グラムで採用した教材は，スラックラインをはじ

め，多くの非日常的なバランス制御が必要になる

工夫がされている．当然，運動開始時はうまくバ

ランスをとれる児童が少なく，ほとんどの動作に

失敗がみられた．とりわけ，失敗が繰り返される

ことで運動に対する楽しさが減衰する可能性があ

るが，本プログラムでは逆に失敗するたびにチャ

レンジする児童が多かった．つまり，６年生に実

施した運動学習は，運動有能感を即時的に向上さ

せ，その要因に受容感や統制感の高まりが影響し

ているものと考えることは妥当であろう．

３．プログラム実践後の振り返り

　本プロジェクトは，島嶼地域における子どもの

健康支援活動に貢献する人材育成を目的に学生が

主体となって関わることで，様々な学びを得るこ

とができたと言えよう．今回，プロジェクトに参

加した３名の学生にプログラムの成果と課題を含

めた，実践後の振り返りを行ってもらった．以下

に彼らの所感（原文ママ）を紹介する．

１）参加学生A

　今回の地域協働萌芽プロジェクトの企画を行う

にあたり小学生を対象に授業を行うということに

なり初めてのことで，どのような授業内容にする

のかをみんなでたくさん話し合いました．大学で

離島学習を行うことがあり子どもたちのイメージ

として，男女で仲が良い，のびのびとした性格で

先生と仲がいい，元気に授業に参加していると

いったイメージを持っていましたが，離島の子ど

もたちのいつもの様子や性格などを知っているわ

けではないのでイメージだけで授業をつくって上

手くいくだろうかと不安もありました．実際に，

授業内容をみんなで話し合っていくと３年生に向

けた体つくり運動では多くの運動の案を出し，そ

の中から「これは，３年生には難しいかもしれな

い，この動きにはどのような目的をもって行うか」

などいろいろな視点をもって話し合ったり先生か

らのアドバイスも頂いたりしながら内容や順番を

実践する日ギリギリまで話し合いました．６年生

の授業では，スラックラインなど実際に自分たち

ができるようになることに加えポイントもおさえ

なければいけなかったため何度も教材研究を行い

ました．

　最初に，宮古島市立北小学校で授業観察をさせ

てもらいました．体操から授業に入るまで流れや

テンポがあり，子どもたちが機敏に行動していま

した．また，体操の時には分かりやすい言葉で説

明しながらしているのも良かったです．用具の工

夫として，子どもたちが好きなものを取り入れて

ポケモンの絵を使うなど真似したい工夫がなされ

ていました．発表の際には，先生が「どういう意

味？」とわざと質問する場面があったり，どんな

意見に対しても肯定的な反応をしていたりするの

がとても印象的でした．このような良い点をどん

どん取り入れていきたいなと思いました．授業観

察後，３年生の授業を行い，想像以上に子どもた

ちが元気で活動している姿が印象的でした．時間

との兼ね合いもあり考えてきた内容を全部行うこ

とができず，どの活動を優先的にするか，人数を

見てチーム分けはどのようにするかを瞬時に考え

ないといけなかったのですが，子どもたちに上手

に伝わっていない部分があったり，説明する順番

が入れ替わってしまったりしました．振り返って

みるともっといい指示の仕方や分け方，一度自分

自身が落ち着くなどの工夫ができたのではないだ

ろうか思う場面がいくつもありました．授業が終

わった後に砂川先生から，３時間目に子どもたち

の様子をみて授業内容を変えるという案もあるよ

ね，という言葉を聞き臨機応変に対応する重要さ

も学ぶことができました．６年生の授業では，子

どもたちが積極的に活動に取り組んでいる姿が印

象的で失敗しても友達同士でアドバイスし合う姿

も見られ，いい姿だなと感じました．離島の子ど

もたちだからこそクラス全員の距離が近く，自分

のことのように親身に言葉かけができていたので

はないかと思いました．最初は，スラックライン

等に数秒しか乗ることができなかった子どもたち

がお互いに工夫し合いながら授業の終盤には何秒

も，何歩も乗ることができていました．

　今回のプロジェクトを通して私自身上手くいか

ないことばかりでしたが，子どもたちの元気の良

さ，熱心に取り組む態度に助けられ活気のある授

－ 74 －

琉球大学教育学部紀要　第 99 集



図２　小学校６年生の運動有能感

図１　小学校３年生の運動有能感
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業にできたと思います．貴重な体験をさせて頂き，

ありがとうございました．

２）参加学生Ｂ

〇事前準備に関して

　今回，地域協働萌芽プロジェクトとして島嶼地

域における子どもの健康支援活動に貢献するとい

うことを目標に授業づくりを進めていきました．

また健康支援活動として，発育発達期に必要とさ

れる基本動作を取り入れた運動遊びの教材開発や

実践を行いました．３年生は，体つくり運動の単

元を行うことにしました．まず，ラベンダー体操

という２分半の体を大きく使い音楽に合わせて動

く体操で楽しみながら十分に体を温めて，その後

個人やチームで，先生の指示から体を動かし，頭

と体を使うという活動を行い，楽しみながら児童

の運動量を確保したいと考えていました．その中

で私は，ラベンダー体操を担当し，最初は私の見

よう見まねで行わせ，その後動作を確認し，もう

１度行おうと思いました．６年生は，バランス制

御について授業を行うことにしました．まず，バ

ランスの重要性について話し，３種類のバランス

制御（スラックライン，バランスボード，スライ

ドボード）を体験してもらうことにしました．そ

の中で私は，スライドボードを担当し，左右の重

心移動をスタンダードな重心移動と片足になる重

心移動の２段階を行おうと思いました．

〇授業実践について

　当日，北小学校に行くと児童が元気に挨拶をし

てくれて，休み時間には校庭で元気いっぱいに遊

んでいる様子を見ることが出来ました．３年生の

体つくり運動の授業では，私のラベンダー体操か

ら行いました．最初，見よう見まねで行わせた時

点で思っていたより遥かに出来ていました．その

後１つ１つの動作を丁寧に説明しましたが，その

後の活動や児童の出来を振り返ると丁寧に説明し

すぎて，時間をとってしまったなと思いました．

児童の出来を見て予定を変更し進行するアドリブ

力を発揮することができるとよかったのかなと思

いました．６年生のバランス制御の授業では，ス

ライドボードを約５人ずつ担当しました．最初私

が見本を見せ，スタンダードの重心移動ができた

児童は片足の重心移動を行うように指示を出しま

したが，児童の中には，足を振り出すのが怖くて

移動できない児童もいました．そこは想定外でし

たが，他の児童に手を握らせ安定を保ちながら行

うように工夫することで克服することが出来まし

た．ただ，６年生の実態を考えるとこのような児

童が出てくることは教材研究の時点で予想できた

ことだと思ったので教材研究の重要性を学びました．

〇今後の課題等

　今回のプロジェクトで，４月から教員になる上

で貴重な体験をすることが出来ました．授業を行

う上で，教材研究の重要性，児童の実態を知るこ

と，アドリブ力等の必要性を感じたので，これか

ら他の教員を参考にするなどして身に着けていか

なければならないなと思いました．

３）参加学生Ｃ

　地域協働萌芽プロジェクトとして，３月３日～

３月５日の期間に宮古島市立北小学校の方で実践

をさせていただきました．私は今年度の９月に公

立小学校を経験しており，それ以来の授業実践で

した．今回の授業実践では，午前の部に遊びの中

に体つくり運動を取り入れ，午後の部にはバラン

ス運動学習として様々なバランス学習を体験させ

るような内容で構成しました．本プロジェクトの

実践は，実習で行ったように単元の中から抜粋し

て行うものではなく，単発で１コマずつ特別活動

のような授業を体育領域に寄せて実践した為，こ

れまでに経験してきた授業実践とは異なる構成

だったと思います．また，実践の中のみだけでな

く教材開発や授業構想においても同様でした．こ

の実践を構想した理由や試みるにあたりどのよう

な効果が得られるかなど，責任者である砂川准教

授の指摘や助言をふまえ，私を含めた参加者３人

で試行錯誤を重ね，当日ギリギリまで実践構想を

練りながら本プロジェクト実践に備えていました．

　実践を行った結果，児童観も本島の子ども達と

も違った面が見られ，沢山プラスの経験ができた

と思いました．授業実践前日に北小学校へと挨拶

に伺った際，児童らがとても元気で活発な印象を

受けていました．当日の実践でも児童らはとても

活発に参加してくれました．その中で，多くの体

つくり運動の要素を含めた遊びを準備していまし

たが，予定通り進めることができませんでした．

－ 76 －

琉球大学教育学部紀要　第 99 集



もちろん構想通りに授業が進まないことが良くな

いわけではありませんが，今回の実践では授業雰

囲気や活発である児童らの様子に応じて，臨機応

変に対応できたとは言い難い結果だったと思いま

す．「もう少し個人とペアの遊び要素を取り入れ

た動きの時間をとるべきだった」というような反

省点も感じたので，流れや雰囲気に応じてこれか

らの手立てを判断する能力も必要だと本プロジェ

クトの実践で痛感しました．実践以外にも，北小

学校の先生方の授業を観察させていただきまし

た．授業を観察した学級は私たちの実践対象の学

級でもあり，授業実践と授業観察を客観的に比較

するきっかけになったので，非常に勉強になりま

した．特に午前中の３年生を対象とした「フロア

ボール」という体育の単元で，県の体育科コーディ

ネーターである砂川晃輝先生の授業を観察する機

会をいただけたことは非常に貴重な経験になりま

した．教具や環境の工夫がすごく，児童だけでも

セッティングが簡単にできるようにしており，準

備の段階から非常に勉強になりました．また，素

直で活発な子ども達が多く，先生や発表者の話を

聞くことができており，しっかり教育されている

ように感じました．特に驚いたのは，３年生なの

にも関わらず自分の役割がわかっており，ロー

テーションを自分達で行いながら授業を子ども達

主体で進めていたことで，すごくレベルが高いな

と感じました．

　本プロジェクトを実践するにあたって，実践構

想，教具準備，ミーティングなどを通し，多くの

ことを学ぶことができたと思っています．地域協

働萌芽プロジェクトとして，今回は宮古島市立北

小学校の方で，離島地域出身の子ども達と関わる

ことができ，非常に良い経験をすることができま

した．離島での教育活動は今まで経験がなく，今

回で初めてだったので，本島の子ども達と雰囲気

が少し違ったところもあり，とても素直で活発な

児童が多く楽しく有意義な時間を過ごすことがで

きました．４月より私は，新社会人として教職の

現場に入りますが，現場での経験を重ねつつ，今

回の経験を離島勤務になった際に活かせるよう頑

張っていきたいと思いました．

　最後にですが，本プロジェクトに尽力してくだ

さった砂川准教授，ご協力していただいた宮古島

市立北小学校の関係者の皆様に感謝を申し上げます．

Ⅳ．まとめ

　島嶼地域における子どもの健康支援活動に貢献

する人材育成に向けた取り組みについて．宮古島

市内の小学校をフィールドに「遊びの要素を取り

入れた体つくり運動」や「バランス制御の運動学

習」を学生が主体となって実践した．プログラム

に参加した児童全体がすでに高い達成目標にあ

り，プロジェクト介入によるマイナスの成果は認

められず，バランス制御の運動学習は子どもたち

の学ぶ姿勢をより拡充できる可能性が示唆され

た．さらに，体つくり運動の場の工夫や高学年に

対するバランス運動学習は運動有能感の一部の因

子を向上させることが考えられる．また，本プロ

グラムを通じて学生に対し地域志向型のリーダー

シップマインドの育成に少なからず貢献できたと

考えられる．

謝辞

　本プロジェクトを実施するにあたり，宮古島市

立教育研究所ならびに宮古島市立北小学校の皆様

に御協力によって実現することが出来ました．特

に北小学校の砂川靖夫校長，下地忠夫教頭，砂川

晃輝教諭，濱里拓哉教諭，佐久本拓実教諭には，

多大なご配慮と御支援を頂きました．心より御礼

申し上げます．最後に，プロジェクト後に心温ま

るお手紙を書いてくれた北小学校３年生と６年生

の児童たちに感謝申し上げます．

付記

　本プロジェクトは，令和２年度地域協働萌芽プ

ロジェクトの助成によって行われたものである．
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資料１　プロジェクトスケジュール
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資料２　遊びの要素を取り入れた体つくり運動
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資料３　バランス制御の運動学習
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資料４　診断的・総括的調査

1 体育では,
たいいく

先生
せんせい

の話
はなし

をきちんと聞い
きい

ています。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

2 体育
たいいく

で体
からだ

を動
うご

かすと, とても気持
きもち

ちがいいです。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

3 体育
たいいく

をしているとき, どうしたら運動
うんどう

がうまくてきるかを考
かんが

えながら勉強
べんきょう

しています。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

4 体育
たいいく

では, いたずらや自分勝手
じぶんかって

なことをしません。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

5 体育
たいいく

で運動
うんどう

するとき, 自分
じぶん

のめあてを持って
も

勉強
べんきょう

します。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

6 体育
たいいく

がはじまる前
まえ

は,いつもはりきっています。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

7 体育
たいいく

では,みんなが,楽
たの

しく勉強
べんきょう

できます。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

8

体育
たいいく

をしているとき, うまい子
こ

や強
つよ

いチームを見
み

てうまくできるやり方
かた

を考
かんが

えることが

あります。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

9 私
わたし

は,運動
うんどう

が,上手
じょうず

にできるほうだと思
おも

います。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

10 体育
たいいく

では, 自分
じぶん

から進
すす

んで運動
うんどう

します。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

11 体育
たいいく

は,明
あか

るくてあたたかい感
かん

じがします。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

12 体育
たいいく

で習
なら

った運動
うんどう

を休
やす

み時間
じかん

や放課後
ほうかご

に練習
れんしゅう

することがあります。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

13 体育
たいいく

をすると体
からだ

がじょうぶになります。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

14 体育
たいいく

で,ゲームや競争
きょうそう

で勝
か

っても負
ま

けても素直
すなお

にに認
みと

めることができます。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

15 体育
たいいく

では,いろいろな運動
うんどう

が上手
じょうず

にできるようになります。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

16 体育
たいいく

では,友
とも

だちや先生
せんせい

がはげましてくれます。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

17 体育
たいいく

では,せいいっばい運動
うんどう

することがてきます。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

18 体育
たいいく

では,クラスやグループの約束
やくそく

ごとを守
まも

ります。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

19 私
わたし

は,少
すこ

しむずかしい運動
うんどう

でも練習
れんしゅう

するとできるようになる自信
じしん

があります。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

20 体育
たいいく

で,ゲームや競争
きょうそう

をするときは,ルールを守
まも

ります。 （はい・どちらともいえない・いいえ）

この文章
ぶんしょう

を読
よ

んで, 自分
じぶん

の考
かんが

えにあてはまる場合
ばあい

は「はい」に〇をつけてください。あてはまらない場合
ばあい

には

「いいえ」に〇を、また、どちらともいえない場合
ばあい

には「どちらともいえない」に〇をつけてください。

体育授業についての調査
令和3年　　月　　日　

小学校 　　　年　　　組 　　男・女　　　番　名前[　　　　　　　　　　　　　　　　　]
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資料５　運動有能感に関する調査

令和 3年　　月　　日

運動
うんどう

有能
ゆうのう

感
かん

に関
かん

する調査
ちょうさ

　この調査
ちょうさ

用紙
ようし

には、運動
うんどう

についての文章
ぶんしょう

があげてあります。それぞれの質問
しつもん

について、

自分
じぶん

にあてはまると思
おも

う番号
ばんごう

に○をつけてください。この調査
ちょうさ

は、あなたの成績
せいせき

とは関係
かんけい

ありません。

小学校　   年　　  組　　男・女　  　番　名前「　　　　　　　　　　　　　　　」

「よくあてはまる」・・・・・・・・５

「ややあてはまる」・・・・・・・・４

「どちらともいえない」・・・・・・３

「あまりあてはまらない」・・・・・２

「まったくあてはまらない」・・・１

1 運動能力
うんどうのうりょく

がすぐれていると思
おも

います。 ・・・・・5 　 4  　3  　2 　 1 

2 たいていの運動
うんどう

は上手
じょうず

にできます。 ・・・・・5 　 4　  3 　 2 　 1 

3 練習
れんしゅう

をすれば、必
かなら

ず技術
ぎじゅつ

や記録
きろく

は伸
の

びると思
おも

います。

・・・・・5　  4 　 3 　 2 　 1 

4 努力
どりょく

さえすれば、たいていの運動
うんどう

は上手
じょうず

にできると思
おも

います。

・・・・・5  　4 　 3 　 2 　 1 

5 運動
うんどう

しているとき、先生
せんせい

が励
はげ

ましたり応援
おうえん

してくれます。

・・・・・5 　 4 　 3  　2 　 1 

6 運動
うんどう

をしているとき、友
とも

だちが励
はげ

ましたり応援
おうえん

してくれます。

・・・・・5　  4 　 3　  2 　 1 

7 一緒
いっしょ

に運動
うんどう

をしようと誘
さそ

ってくれる友
とも

だちがいます。

・・・・・5 　 4　  3　  2  　1 

8 運動
うんどう

の上手
じょうず

な見本
みほん

として、よく選
えら

ばれます。 ・・・・・5 　 4 　 3 　 2 　 1 

9 一緒
いっしょ

に運動
うんどう

する友
とも

だちがいます。 ・・・・・5 　 4 　 3  　2 　 1 

10 運動
うんどう

について自信
じしん

をもっているほうです。 ・・・・・5　  4 　 3  　2  　1 

11 少
すこ

しむずかしい課題
かだい

でも、努力
どりょく

すればできると思
おも

います。

・・・・・5　  4　  3 　 2  　1 

12 できない運動
うんどう

でも、あきらめないで練習
れんしゅう

すればできるように

なると思
おも

います。 ・・・・・5　  4　  3 　 2 　 1 
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資料６　運動指導の風景と宮古島市新聞記事
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